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【研究の概要等】 
CCN(Cyr61:cysteine-rich protein 61,CTGF:connective tissue growth factor, Nov: nephroblastoma 

overexpressed)ファミリータンパク質の一つCCN2はかって例のない“調和ある再生作用”を示す新組

織再生因子として注目されている。本研究では、この作用の根源は、このタンパク質ファミリーが細

胞外で交錯する種々のシグナルのオン・オフや強弱を制御することにより、その生物学的作用を発揮

するシグナルコンダクターという新概念の分子であることによることを、CCN2を中心に証明する。ま

た、各々のCCNタンパク質が発生、成長、再生等の種々の生物学的局面で、時空間に依存して特異的に

発現し如何なる機能を発揮するのか、ファミリー全体を包括的に捉え、その全貌を明らかにする。次

いで、それらの成果を、骨・軟骨、血管、歯等の再生医療への応用に向けて展開するとともに、CCNタ

ンパク質の異常発現による各種線維症や癌等の血管新生病の治療薬の開発にも結びつけようとする、

基礎学術上のみならず社会的にも意義ある研究と言える。 

 
【当該研究から期待される成果】 
 基礎学術上では、オーケストラの指揮者（コンダクター）が様々の楽器を駆使してシンフォニュー

を奏でるが如く、「細胞外シグナルのハーモニーをまとめるコンダクター」というべき新概念のタン

パク質群の存在が証明され、従来の細胞外シグナルネットワーク研究の刷新に繋がる成果が期待でき

る。 

 また、トランスレーショナル研究として、上記の成果を、従来の再生医療研究では欠落ないしは検

討不十分であった“調和ある組織再生”という再生医療への新展開に結びつける成果が期待できる。

さらに、CCN タンパク質の異常発現による線維症や血管新生病を対象とした創薬への展開も期待でき

る。 
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【研究期間】 平成19年度－23年度    

      

 
【研究経費】  26,100,000 円       

          (19年度直接経費) 
 
【ホームページアドレス】 http://www.dent.okayama-u.ac.jp/seika/index_sc_j.html
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